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最
近
読
ん
だ
神
戸

新
聞
の
コ
ラ
ム
か
ら

紹
介
し
た
い
。
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学

な
ど
が
公
表
し
た

〝
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
〞
に

よ
る
と
、
１
位
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（
９
年
連
続
）、
２
位
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
、
３
位
デ
ン
マ
ー
ク
、
５
位

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
そ
う
だ
（
ち
な

み
に
日
本
は
栄
え
あ
る
61
位
で
あ

る
）。「
社
会
保
障
が
充
実
し
て
い

る
北
欧
諸
国
が
上
位
を
占
め
る
の

は
納
得
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
い

る
▼
社
会
保
障
以
外
に
こ
れ
ら
の

国
々
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、

国
民
１
０
０
万
人
当
た
り
の
国
会

議
員
数
の
多
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

例
え
ば
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
38
・
６

人
で
、
日
本
は
５
・
７
人
（
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
下
か
ら
３
番
目
）
に

す
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
投
票
率
は

70
％
を
超
し
て
い
る
▼
コ
ラ
ム
は

「
意
外
だ
っ
た
」
と
４
位
の
コ
ス

タ
リ
カ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

「
軍
隊
が
な
い
こ
と
…
比
較
的
整

っ
た
社
会
福
祉
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
同
国
は
１
９
４
９
年
に
世
界

で
初
め
て
常
備
軍
の
廃
止
を
憲
法

に
謳
っ
た
。
そ
の
12
条
で
は
「
恒

久
制
度
と
し
て
の
軍
隊
を
放
棄
す

る
」
と
し
、
軍
事
費
を
教
育
・
福

祉
に
回
し
た
と
い
う
。
戦
争
放
棄

を
謳
う
日
本
国
憲
法
の
公
布
の
少

し
後
の
時
期
と
な
る
▼
翻
っ
て
幸

福
度
61
位
の
日
本
は
ど
う
な
の

か
？　

政
治
は
国
民
が
選
出
し
た

国
会
議
員
が
法
律
を
作
り
、
内
閣

が
政
策
を
執
行
す
る
。
現
政
権
の

方
向
性
は
〝
社
会
保
障
費
削
減
・

国
会
議
員
数
削
減
・
防
衛
費
（
正

し
く
は
軍
事
費
）
大
幅
増
大
〞
…

ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の
国
々
と
真
逆

で
あ
る
。
世
界
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン

グ
な
ど
意
味
が
な
い
と
言
え
ば
そ

れ
ま
で
だ
。
で
も
本
当
に
今
の
ま

ま
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？　

現
在

の
国
会
と
来
年
、
そ
し
て
後
の
ラ

ン
キ
ン
グ
を
注
視
し
た
い
（
蓮
）

〈詳細は右の二次元コードから〉

　

協
会
政
策
部
は
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
家
庭
で
監
護
・
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ
れ
る

「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
の
診
断
書
作
成
や
認
定
状
況
、
制
度
運

用
上
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
会
員
医
療
機
関
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
診
断
書
作
成
経
験
の
あ
る
医
療
機
関

の
50
・
０
％
が
、
不
認
定
と
な
る
ケ
ー
ス
が
「
多
い
」
ま
た
は

「
時
々
あ
る
」
と
回
答
。「
明
ら
か
に
対
象
と
思
わ
れ
る
が
不
認

定
」
と
感
じ
た
経
験
が
あ
る
医
療
機
関
も
52
・
２
％
に
上
っ
た
。

「「
明
ら
か
に
対
象
で
も
不
認
定

明
ら
か
に
対
象
で
も
不
認
定
」」6464
％％

精
神
科
を
中
心
に

認
定
基
準「
厳
し
い
」

　

調
査
は
２
０
２
６
年
４
月
17
日

か
ら
30
日
、
精
神
科
、
心
療
内

科
、
小
児
科
、
整
形
外
科
を
標
榜

科
に
含
む
９
４
７
医
療
機
関
を
対

象
に
実
施
し
、
91
医
療
機
関
か
ら

回
答
を
得
た
。

　

認
定
基
準
に
つ
い
て
、
適
切
だ

と
思
う
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
診
断

書
作
成
経
験
の
あ
る
医
療
機
関
で

は
「
非
常
に
厳
し
い
」
26
・
１

％
、「
や
や
厳
し
い
」
28
・
３
％

で
、
計
54
・
４
％
が
「
厳
し
い
」

と
回
答
し
た
。
精
神
科
の
み
で
は

63
・
６
％
（「
非
常
に
厳
し
い
」

36
・
４
％
、「
や
や
厳
し
い
」
27

・
３
％
）
に
上
り
、「
適
切
」
と

の
回
答
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

不
認
定「
多
い
・
時
々
あ
る
」50
％

精
神
科
で
は
68
％

　

診
断
書
を
作
成
し
た
患
者
が
不

認
定
と
な
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、

診
断
書
作
成
経
験
の
あ
る
医
療
機

関
の
50
・
０
％
が
「
多
い
」
ま
た

は
「
時
々
あ
る
」
と
回
答
。
精
神

科
の
み
で
は
68
・
２
％
に
上
っ

た
。

　

さ
ら
に
、「
明
ら
か
に
対
象
と

思
わ
れ
る
が
不
認
定
」
と
感
じ
た

ケ
ー
ス
が
「
よ
く
あ
る
」「
時
々

あ
る
」
と
し
た
医
療
機
関
は
52
・

２
％
、
精
神
科
の
み
で
は
63
・
６

％
だ
っ
た
。

　

日
常
的
に
患
者
を
診
療
し
、
診

断
書
を
作
成
す
る
医
師
の
半
数
以

上
が
、
対
象
と
思
わ
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
不
認
定
と
な
る
ケ
ー
ス

を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

７
割
が
「
基
準
分
か
り
に
く
い
」

判
定
の
透
明
化
求
め
る
声

　

認
定
基
準
に
つ
い
て
、
診
断
書

作
成
経
験
の
あ
る
医
療
機
関
の
71

・
７
％
が
「
分
か
り
に
く
い
」
と

回
答
。
精
神
科
の
み
で
は
81
・
８

％
に
上
っ
た
。

　

認
定
上
の
問
題
点
で
は
「
判
定

基
準
が
不
明
確
」
が
54
・
３
％
と

最
も
多
く
、「
障
害
の
評
価
が
実

態
と
合
わ
な
い
」
32
・
６
％
、

「
医
師
の
意
見
が
反
映
さ
れ
に
く

い
」
30
・
４
％
、「
地
域
差
が
あ

る
」
28
・
３
％
と
続
い
た
。

　

自
由
記
載
で
は
、「
明
ら
か
に

適
応
が
あ
る
の
に
落
ち
る
」「
今

ま
で
認
定
さ
れ
て
い
た
の
に
落
ち

る
」「
こ
こ
１
年
、
兵
庫
県
の
不

認
定
が
著
し
く
増
え
た
」「
こ
こ

数
年
で
認
定
が
厳
し
く
な
っ
た
」

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

発
達
障
害
に
つ
い
て
も
、「
知

的
障
害
が
な
い
か
軽
度
の
場
合
、

不
認
定
に
な
り
や
す
い
」「
生
活

障
害
が
強
く
て
も
不
認
定
に
な

る
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
診
断

名
や
知
的
障
害
の
程
度
だ
け
で
は

な
く
、
家
庭
や
学
校
で
の
生
活
上

の
困
難
、
継
続
的
に
必
要
と
な
る

支
援
の
実
態
を
認
定
に
反
映
す
る

必
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

兵
庫
で
却
下
↓
大
阪
で
認
定

保
護
者
か
ら
地
域
差
指
摘

　

協
会
は
保
護
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
も
実
施
（
上
表
）。

　

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ
が
あ
り
、
食
事
介
助
な
ど
日

常
生
活
に
常
時
支
援
を
必
要
と
す

る
19
歳
男
性
は
、「
総
合
的
に
中

度
以
上
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

し
て
一
度
は
却
下
さ
れ
、
そ
の

後
、
申
請
を
繰
り
返
し
、
期
限
付

き
で
支
給
が
認
め
ら
れ
た
。

　

別
の
保
護
者
は
、
兵
庫
県
で
は

申
請
が
却
下
さ
れ
た
が
、
大
阪
府

へ
転
居
し
、
ほ
ぼ
同
内
容
の
診
断

書
で
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
約
２
カ

月
で
支
給
が
決
定
し
た
。

最
多
の
改
善
要
求

「
判
定
の
透
明
化
」

　

改
善
が
必
要
な
点
と
し
て
最
も

多
か
っ
た
の
は
「
判
定
の
透
明

化
」
で
、
診
断
書
作
成
経
験
の
あ

る
医
療
機
関
の
56
・
５
％
が
回
答

し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
診
断
書
作

成
経
験
の
あ
る
医
療
機
関
ほ
ど
、

認
定
基
準
の
不
明
確
さ
や
審
査
の

透
明
性
不
足
、
障
害
の
実
態
と
の

ず
れ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
医
療
現
場

の
声
と
保
護
者
の
経
験
は
、
と
も

に
「
な
ぜ
不
認
定
な
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
制
度
運
用
上
の
問

題
を
示
し
て
い
る
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
必
要
な

家
庭
に
公
平
か
つ
確
実
に
届
け
る

た
め
、
認
定
基
準
の
明
確
化
、
判

定
過
程
の
透
明
化
、
不
認
定
理
由

の
具
体
的
な
説
明
、
再
審
査
制
度

や
診
断
書
様
式
の
改
善
が
求
め
ら

れ
る
。
協
会
で
は
、
今
後
こ
の
調

査
を
も
と
に
県
や
厚
生
労
働
省
に

制
度
改
善
を
求
め
て
い
く
。

診断書作成
精 神 科

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
医
療
機
関
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

協
会
は
４
月
か
ら
６
月
末
ま
で

「
春
の
組
織
強
化
・
共
済
普
及
月

間
」
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の

３
カ
月
間
で
１
４
８
人
の
入
会
を

得
て
実
増
55
人
、
会
員
数
は
過
去

最
高
の
７
７
９
４
人
と
な
り
、
月

間
目
標
の
７
７
９
０
人
を
超
過
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

月
間
中
は
、
協
会
の
「
頼
り
に

な
り
役
に
立
つ
」
各
種
事
業
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
６
月
実

施
の
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
新

点
数
研
究
会
は
、
医
科
・
歯
科
あ

わ
せ
て
26
会
場
に
３
３
９
５
医
療

機
関
４
８
８
２
人
が
参
加
し
、
同

研
究
会
へ
の
参
加
や
新
点
数
の
問

い
合
わ
せ
な
ど
で
多
く
の
入
会
者

を
得
ま
し
た
。
特
に
歯
科
で
は
、

新
し
い
施
設
基
準
に
対
応
し
た
研

究
会
を
４
月
以
降
複
数
回
に
わ
た

り
開
催
。
参
加
者
は
予
定
分
も
含

め
各
回
２
０
０
〜
３
０
０
人
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

複
数
の
会
員
か
ら
相
談
を
受
け

て
い
た
厚
生
局
に
よ
る
威
圧
的
な

指
導
に
対
し
て
、
協
会
は
今
年
３

月
に
同
局
兵
庫
事
務
所
に
具
体
例

を
示
し
な
が
ら
是
正
を
要
請
。
こ

の
取
り
組
み
を
報
じ
た
「
兵
庫
保

険
医
新
聞
」
も
活
用
し
な
が
ら
、

協
会
の
指
導
相
談
活
動
を
新
規
開

業
医
へ
紹
介
し
、「
こ
こ
ま
で
や

っ
て
く
れ
る
の
か
」
と
信
頼
と
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

税
務
・
労
務
や
患
者
ト
ラ
ブ
ル

等
の
相
談
に
は
、
医
業
に
精
通
し

た
弁
護
士
・
税
理
士
・
社
労
士
に

よ
る
個
別
対
応
や
、
日
常
的
な
電

話
対
応
も
「
安
心
で
き
る
」
と
好

評
で
す
。
物
価
対
応
・
賃
上
げ
支

援
補
助
金
や
税
制
改
正
等
を
い
ち

早
く
案
内
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス

を
紹
介
す
る
と
、「
う
ち
も
対
象

に
な
る
の
か
」
な
ど
対
話
が
広
が

り
ま
し
た
。

　

入
会
時
や
入
会
後
の
訪
問
活
動

等
に
よ
る
共
済
制
度
案
内
に
も
力

を
入
れ
ま
し
た
。
休
業
保
障
制
度

や
グ
ル
ー
プ
保
険
な
ど
の
加
入
で

協
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
さ
ら
に
実
感

い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
株
価
の

上
昇
が
続
く
昨
今
に
お
い
て
も
、

安
心
・
安
全
で
利
便
性
の
高
い
積

立
年
金
で
あ
る
「
保
険
医
年
金
」

や
「
デ
フ
エ
ル
」
は
、
月
間
中
も

多
く
の
会
員
に
新
規
・
増
口
加
入

い
た
だ
き
ま
し
た
。
５
月
に
は
神

戸
市
立
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
内

で
勤
務
医
向
け
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
ほ
か
、
よ
り

多
く
の
ド
ク
タ
ー
に
共
済
制
度
の

魅
力
を
浸
透
さ
せ
る
べ
く
、
今
春

か
ら
は
ネ
ッ
ト
宣
伝
も
強
化
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
兵
庫
協
会
の
知
名
度

を
上
げ
る
努
力
を
継
続
し
な
が
ら

会
員
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
先
生
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

春
の
組
織
強
化
・
共
済
普
及
月
間
が
終
了

会
員
目
標
を
超
過
達
成

に

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

表　保護者へのインタビューから

図　特別児童扶養手当アンケートの主な結果（精神科）

ケース①兵庫県在住・19歳男性
　自閉スペクトラム症・ADHDの診断。破壊行為があるほか、食事介助など常時支援が必要。知
的障害がなく、普通学級在籍歴があるためか、総合的に中度以上とは認められないと却下。申請
を繰り返し、ようやく期限付きで支給。母親は「介助なしに生活できないのに、どうやって生き
ていけばいいのか」と語る。

ケース②兵庫県から大阪府へ移住した高２男性
　ADHD・ASDの診断。県内で申請しようとしたところ、理由を何度も聞かれたり「どこでこの
制度を知ったのか」など申請をためらわせる雰囲気だった。申請後半年以上待った末に不認定。
大阪に転居後、ほぼ同じ内容の診断書だが約２カ月で支給決定。「なぜ基準が異なるのか」と疑問
を訴えている。

1「不認定」経験したことのある医療機関 68.2％

2 認定基準が「大変
厳しい」、「厳しい」 63.7％

3 明らかに対象と思わ
れるが「不認定」 63.6％

過
去
最
高
の
７
７
９
４
人

過
去
最
高
の
７
７
９
４
人

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
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保
団
連
も
加
盟
す
る
災
害
被
災

者
支
援
と
災
害
対
策
改
善
を
求
め

る
全
国
連
絡
会
（
全
国
災
対
連
）

は
７
月
１
日
、
東
京
都
内
で

「『
人
間
の
復
興
』
を
支
え
る
支

援
法
の
改
正
を
！
決
起
集
会
」
を

開
催
、
兵
庫
協
会
も
構
成
団
体
で

あ
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・

復
興
兵
庫
県
民
会
議
は
じ
め
、
全

国
の
震
災
復
興
団
体
17
組
織
か
ら

22
人
が
現
地
と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
参
加

し
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の

支
援
金
大
幅
増
額
、
半
壊
・
一
部

損
壊
・
床
上
浸
水
ま
で
の
支
援
拡

　

発
災
か
ら
15
年
が
経
つ
中
で
、

日
常
的
に
東
北
の
被
災
地
が
報
道

さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
今
年
も
３
・
11
が
近

づ
く
に
つ
れ
、
一
部
地
域
で
の
催

事
や
振
興
策
が
、
復
興
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
大
々
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
放
射

能
汚
染
に
よ
り
今
な
お
存
続
す
る

ま
し
た
。

　

津
波
被
災
地
で
は
、
あ
ち
こ
ち

に
長
大
な
防
潮
堤
が
築
か
れ
、
復

興
交
付
金
に
よ
り
市
町
村
ご
と
に

１
カ
所
許
さ
れ
た
津
波
被
災
建
造

物
が
「
震
災
遺
構
」
と
し
て
多
数

開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
Ｇ
Ｗ
の

さ
な
か
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え

な
い
け
れ
ど
も
そ
こ
に
は
見
学
者

や
観
光
客
、
近
隣
住
民
、
子
ど
も

公
営
住
宅
だ
け
で
、
駅
前
の
旧
居

住
地
は
ほ
と
ん
ど
が
更
地
と
廃
屋

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
駅
か

ら
５
０
０
ｍ
も
離
れ
れ
ば
、
帰
還

困
難
区
域
が
広
が
り
、
そ
の
中
の

立
入
規
制
緩
和
区
域
に
入
れ
ば
、

１
〜
数
μ
Sv
／
ｈ
の
放
射
線
量
が

計
測
さ
れ
、
15
年
前
か
ら
時
間
が

止
ま
っ
た
よ
う
に
放
置
さ
れ
た
家

屋
や
車
両
が
雑
草
に
覆
わ
れ
、
朽

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
飯
舘
村
の
「
道
の
駅
ま

で
い
館
」
に
接
す
る
「
ふ
か
や
風

の
子
広
場
」
に
人
影
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
復
興
で
報
道
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
前
に
は
コ
ン
ビ
ニ
サ

イ
ズ
の
ジ
ャ
ス
コ
が
開
店
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
時
間
ほ
ど
の
間
に

訪
れ
た
人
は
10
人
ほ
ど
。
駅
周
辺

に
あ
る
の
は
、
町
立
の
診
療
所
と

　

核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医

師
の
会
は
、「
日
本
政
府
が
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る

こ
と
お
よ
び
核
兵
器
禁
止
条
約
関

係
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す

る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
」
を
兵
庫
県
議
会

６
月
定
例
会
に
提
出
し
た
。

　

請
願
で
は
、
現
在
、
核
兵
器
保

有
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
、
米
国
、
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
非
核
保
有
国
に

対
す
る
侵
略
戦
争
が
行
わ
れ
、
核

兵
器
を
持
つ
こ
と
や
「
核
の
傘
」

に
入
る
こ
と
で
平
和
が
維
持
で
き

る
と
す
る
「
核
抑
止
論
」
が
ま
か

り
通
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
指

摘
。
核
兵
器
の
使
用
は
瞬
時
に
し

て
無
数
の
尊
い
人
命
を
奪
う
だ
け

で
な
く
、
生
き
延
び
た
人
々
に
対

し
て
も
、
放
射
線
障
害
を
は
じ
め

と
す
る
深
刻
な
後
遺
症
や
病
苦
を

生
涯
に
わ
た
り
も
た
ら
す
と
訴
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
発
効
し

た
核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
核
兵
器

の
開
発
・
実
験
・
保
有
・
使
用
な

ど
を
包
括
的
に
禁
止
す
る
画
期
的

な
も
の
で
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

で
あ
る
日
本
の
政
府
は
今
こ
そ
役

割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
り
、
日
本

政
府
に
対
し
①
核
兵
器
禁
止
条
約

に
署
名
・
批
准
し
、
国
際
社
会
に

お
い
て
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
、

②
核
兵
器
禁
止
条
約
関
連
の
諸
会

議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
こ

と
を
求
め
た
。

　

請
願
は
６
月
９
日
の
総
務
常
任

委
員
会
で
議
論
さ
れ
た
。「
唯
一

の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
の

威
嚇
・
使
用
等
に
断
固
反
対
」
な

ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
が
「
国
内

の
安
全
保
障
政
策
や
米
国
と
の
同

盟
関
係
に
影
響
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

参
加
で
も
同
盟
国
に
誤
解
を
与
え

る
」「
核
保
有
国
が
参
加
し
て
お

ら
ず
実
効
性
に
疑
問
」
な
ど
の
意

見
が
出
さ
れ
不
採
択
と
な
っ
た
。

同
趣
旨
の
意
見
書
は
県
内
13
市
町

で
採
択
さ
れ
て
お
り
、
同
会
は
意

見
書
採
択
を
求
め
る
自
治
体
請
願

活
動
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。

ち
て
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
悪
の
場
合
、
日
本
は
東
半
分

の
国
土
を
失
い
、
世
界
中
に
高
濃

度
放
射
能
汚
染
を
ま
き
散
ら
し
た

か
も
し
れ
な
い
福
島
原
発
事
故
。

居
住
地
と
林
業
、
農
業
、
水
産

業
、
暮
ら
し
の
基
盤
で
あ
る
一
次

産
業
を
15
年
間
も
の
間
奪
わ
れ
た

人
々
に
元
の
人
生
は
戻
っ
て
き
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
事
実
に
私
た
ち

は
、
日
本
国
民
と
し
て
向
き
合
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

　

政
府
は
こ
の
事
態
の
揉
み
消
し

と
自
分
た
ち
の
利
益
の
た
め
に
被

災
住
民
を
置
き
去
り
に
、『
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
』
と
い
う
技
術
的
に
は
周
回
遅

れ
の
産
軍
共
同
事
業
と
も
思
え
る

企
業
誘
致
・
支
援
を
継
続
し
て
い

ま
す
。

識
が
今
、
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
の
現
状
に
目
を
向
け

て
く
だ
さ
い
。

　

環
境
・
公
害
対
策
部
で
は
９
月

５
日
、
西
宮
・
芦
屋
支
部
と
共
催

し
、
市
民
公
開
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
（
左
下
）。
多
く
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
福
島
か
ら
の
声

に
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
を
求
め
る
請
願
署
名
に
取
り
組

む
こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
・
復

興
兵
庫
県
民
会
議
の
高
山
忠
徳
事

務
局
長
は
「
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
建

築
資
材
・
物
価
高
騰
に
よ
り
、
最

高
３
０
０
万
円
の
再
建
支
援
金
で

は
全
く
家
は
建
た
な
い
。
最
低
１

０
０
０
万
円
へ
の
増
額
を
要
求
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

石
川
災
対
連
の
代
表
は
、
能
登

半
島
地
震
被
災
者
の
「
震
災
関
連

死
」
数
が
直
接
死
の
２
倍
以
上
に

上
る
な
か
、
昨
年
６
月
に
打
ち
切

ら
れ
た
医
療
費
窓
口
負
担
・
介
護

利
用
料
負
担
の
減
免
措
置
の
復
活

を
訴
え
た
。

　

岩
手
県
民
会
議
の
代
表
は
、
東

日
本
大
震
災
後
15
年
経
過
し
て
な

お
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
な
ど
の

め
で
あ
る
と
し
て
、
災
害
ケ
ー
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
発
災
時
の
被
害

を
減
ら
す
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
「
事
前
防
災
・
事
前
復
興
」

の
発
想
強
化
を
要
請
し
た
。
応
対

し
た
河
合
宏
一
大
臣
官
房
審
議
官

は
、
防
災
庁
設
置
だ
け
で
な
く
、

災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
「
緊

急
」「
非
常
」「
特
別
」
の
各
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
災
害
対
策
本
部
を
法

律
上
位
置
づ
け
て
総
務
省
・
防
災

庁
で
取
り
組
む
こ
と
、
国
と
自
治

体
が
連
絡
を
密
に
執
る
「
ふ
る
さ

と
防
災
職
員
」
を
都
道
府
県
ご
と

に
総
務
省
内
に
任
命
し
、
調
整
官

と
し
て
各
県
の
「
地
域
防
災
連
携

推
進
委
員
」
と
と
も
に
、
定
期
的

ヒ
ア
リ
ン
グ
や
防
災
訓
練
の
実

施
、
避
難
生
活
環
境
の
改
善
に
取

り
組
む
こ
と
な
ど
、
災
害
対
策
の

強
化
方
針
を
説
明
し
た
。

ニ
ー
ズ
が
強
い
こ
と
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、

岩
手
県
で
は
医
療
費
窓

口
負
担
減
免
を
要
求
運

動
に
よ
っ
て
９
年
間
維

持
さ
せ
た
経
験
を
、
能

登
は
じ
め
他
地
域
の
災

害
で
も
広
め
よ
う
と
励

ま
し
た
。

　

集
会
後
の
内
閣
府
要

請
行
動
で
は
、
森
岡
芳

雄
協
会
副
理
事
長
・
保

団
連
理
事
が
防
災
庁
発

足
に
向
け
た
施
策
の
進

捗
を
質
す
と
と
も
に
、

災
害
被
災
者
の
最
低
限

の
生
活
を
支
え
る
、
人

権
保
障
こ
そ
が
国
の
務

◇
出
席　

25
人

◇
情
勢　

６
月
施
行
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
本
体
を
２
年
間
平
均

で
３
・
09
％
引
き
上
げ
、
物
価
対

応
料
や
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

拡
充
す
る
。
朝
日
新
聞
は
「
医
療

を
守
る
た
め
患
者
負
担
増
」
と
報

じ
る
が
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
と

患
者
負
担
増
を
直
結
さ
せ
る
書
き

方
は
、
医
療
機
関
の
た
め
患
者
負

担
を
増
や
す
か
の
よ
う
な
誤
解
を

招
き
か
ね
な
い
。

◇
医
療
運
動　

①
高
額
療
養
費
制

度
負
担
限
度
額
引
き
上
げ
に
関
す

る
厚
労
省
パ
ブ
コ
メ
へ
、
反
対
意

見
の
提
出
を
会
員
に
呼
び
か
け
る

こ
と
、
②
高
齢
期
運
動
連
絡
会
の

会
費
執
行
、
③
特
別
児
童
扶
養
手

当
の
認
定
基
準
に
つ
い
て
、
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
や
当
事
者
家
族
へ
の

聞
き
取
り
を
行
い
、
県
や
政
府
へ

改
善
を
求
め
る
こ
と
、
が
了
承
さ

れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
診
療
報
酬
改
定

研
究
会
は
、
医
科
は
11
支
部
・
15

会
場
で
開
催
し
、
入
院
・
Ｑ
＆
Ａ

を
含
め
の
べ
２
２
３
２
医
療
機
関

３
５
２
０
人
が
参
加
し
た
こ
と
、

②
非
精
神
保
健
指
定
医
に
よ
る

「
通
院
・
在
宅
精
神
療
法
」
の
大

幅
減
算
規
定
に
つ
い
て
、「
児
童

思
春
期
支
援
指
導
加
算
」
等
を
届

け
出
て
い
る
児
童
精
神
科
等
を
減

算
対
象
外
と
す
る
訂
正
通
知
が
５

月
29
日
付
で
発
出
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

①
５
月
31
日
現
在
、
入
会
１

１
０
人
、
退
会
67
人
で
実
増
43
人

と
な
り
、
会
員
数
は
過
去
最
高
の

７
７
８
２
人
（
７
７
７
９
人
、
６

／
12
現
在
）
と
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

 

（
６
月
13
日　

理
事
会
よ
り
）

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

参
加
等
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を
請
願

核
戦
争
を
防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会

兵
庫
県
議
会
が
否
決

談 話

環
境
・
公
害
対
策
部
長　
　

森
岡　

芳
雄

原
発
事
故
が
奪
っ
た
も
の
を

直
視
せ
よ

原
発
の
新
増
設
容
認
の
日
本

全
国
災
対
連
７
・
１
中
央
行
動

「
場
所
の
支
援
か
ら

人
の
支
援
へ
」転
換
を
約
束

河 合 大 臣
官房審議官

県内の意見書採択自治体
尼崎市議会、芦屋市議会、川西市議会、
明石市議会、高砂市議会、播磨町議会、
三木市議会、宍粟市議会、香美町議会、
新温泉町議会、丹波市議会、淡路市議会、
南あわじ市議会（計13市町）
　議員紹介や会派要請、陳情などぜひ
ご協力ください！

河
合
宏
一
大
臣
官
房
審
議
官
（
右
２
人
目
）

に
被
災
者
支
援
充
実
を
要
請
す
る
森
岡
芳
雄

副
理
事
長
（
左
端
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

　2012年の東京電力福島第一原発事故によって廃業を余儀なくされ
た農業者が、農地の上で太陽光発電を行う「ソーラーシェアリン
グ」に活路を見いだし、2021年から「電力もつくる農業者」として
新たな歩みを始める姿を描いたドキュメンタリー映画。

　福島県楢葉町の古刹・宝鏡寺にある「伝言館」は、故・早川篤雄住職が、
原発事故の賠償金を投じて建設した民間の資料館。安斎育郎立命館大学教授
が館長を務め、核災害の悲惨さと教訓を在野の視点から後世に伝えるため、
ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマの歴史を繋ぐ展示や「原発悔恨・伝
言の碑」が設けられています。このたび、伝言館から丹治杉江さんをお招き
し、福島での終わらない原発事故の現状、原発がいかに地域の人々のくらし
と心を破壊してきたか、お話しいただきます。

日　時　７月20日（月・祝）
　　　　第１回上映　10時30分～12時10分
　　　　トークイベント　13時20分～樋口英明氏（元福井地裁 裁判長）
　　　　第２回上映　14時30分～16時15分
会　場　神戸市立中央区文化センター　多目的ホール（中央区役所１階）
参加費　無料

講　師　 丹治杉江氏（「ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマ伝言館」事務局
長、ALPS処理汚染水放出差止訴訟原告団事務局）

日　時　９月５日（土）16時15分～
会　場　協会会議室（Zoom併用）　　参加費　無料

原発をなくし自然エネルギーを推進する兵庫の会　上映会

「陽なたのファーマーズ　フクシマと希望」

西宮・芦屋支部＆環境・公害対策部　市民公開講演会

「ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマ伝言館」が伝えるもの「ヒロシマ・ナガサキ・ビキニ・フクシマ伝言館」が伝えるもの

予約不要・先着順。お問い合わせは、☎078－393－1807まで

オンラインお申し込みは、右二次元コードから。
来場お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

　

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
大
企

業
と
資
産
家
と
利
己
的
な
政

治
家
の
た
め
の
国
家
運
営
が

な
さ
れ
、
原
発
の
新
増
設
が

公
然
と
語
ら
れ
る
国
、
日

本
。
国
政
を
一
人
ひ
と
り
の

手
に
取
り
戻
す
、
国
民
の
見

帰
還
困
難
地
域
や
避
難
住

民
に
つ
い
て
あ
ま
り
ふ
れ

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
マ

ス
コ
ミ
に
よ
る
報
道
も
私

に
は
津
波
災
害
に
重
点
を

置
い
た
も
の
が
多
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
か
訪
れ
た
東
北

の
被
災
地
を
今
年
５
月
に
訪
問
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
単
独
訪
問
の

際
に
訪
問
先
に
津
波
被
害
の
ひ
ど

か
っ
た
宮
城
県
の
湾
岸
地
域
を
加

え
、
今
な
お
、
町
の
85
％
が
帰
還

困
難
区
域
で
、
住
民
基
本
台
帳
に

よ
る
実
際
の
居
住
人
口
が
３
・
５

％
（
２
０
２
５
年
１
月
現
在
）
の

双
葉
町
を
よ
り
詳
細
に
見
て
回
り
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人
類
は
過あ

や

誤ま
ち

を
繰
り
返
す
。

　

米
国
は
イ
ラ
ン
の
核
兵
器
開
発

は
〝
け
し
か
ら
ん
〞
と
言
う
。
し

か
し
大
量
に
核
兵
器
を
保
有
し
て

い
る
米
国
が
言
う
正
当
性
は
全
く

な
い
。
ま
し
て
や
核
を
保
有
し
て

い
る
イ
ス
ラ
エ
ル
を
不
問
に
し
て

い
る
。
ま
ず
言
い
出
し
た
米
国
が

先
に
実
行
す
べ
き
で
あ
る
。「
ま

ず
隗
よ
り
始
め
よ
（
先
従
隗
始
）

『
戦
国
策
』」。
核
廃
絶
は
ま
ず
米

国
か
ら
始
め
よ
。

　

米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
独
裁

者
の
王
様
気
分
で
あ
る
。
身
内
か

ら
次
の
大
統
領
の
世
襲
を
考
え
て

い
る
の
か
？　

国
が
乱
れ
る
の
は

国
を
乱
す
君
主
が
い
る
か
ら
で
法

に
よ
っ
て
治
ま
る
の
で
は
な
い
。

「
治
人
有
れ
ど
治
法
無
し
（
有
治

人
、
無
治
法
）『
荀
子
』」。

　

対
す
る
イ
ラ
ン
は
兵
器
を
い
く

ら
隠
し
て
も
人
工
衛
星
な
ど
に
よ

り
発
見
さ
れ
る
。
こ
れ
ぞ
「
天
網

恢
恢
疎
に
し
て
漏
ら
さ
ず
（
天
網

恢
恢
、
疎
而
不
失
）」『
老
子
』。

天
の
網
は
目
は
粗
い
が
悪
事
は
見

つ
か
る
！

　

イ
ラ
ン
は
米
国
に
対
し
て
、
カ

マ
キ
リ
が
大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
に
斧

の
よ
う
な
前
脚
で
立
ち
向
か
う
如

く
「
蟷
螂
之
斧
『
荘
子
』」
の
状

況
に
見
え
る
。
イ
ラ
ン
は
日
本
の

４
倍
の
面
積
を
有
し
人
口
９
０
０

０
万
人
、
豊
富
な
石
油
、
天
然
ガ

ス
に
恵
ま
れ
た
大
国
で
あ
る
。
そ

れ
も
４
５
０
０
年
の
歴
史
を
有
す

る
。
米
国
は
た
っ
た
２
５
０
年
の

歴
史
し
か
な
い
。

　

戦
争
な
ど
せ
ず
に
か
つ
て
中
国

・
鄧
小
平
が
述
べ
た
如
く
、
ま
ず

経
済
建
設
の
た
め
宥
和
外
交
を
行

え
。
爪
を
隠
し
才
能
を
覆
い
隠
し

冷
静
に
足
場
を
固
め
隠
忍
自
重

し
、「
韜と

う

光こ
う

養よ
う

晦か
い

『
太
平
御
覧
』

引
『
高
僧
伝
』」、
そ
う
す
れ
ば
長

い
歴
史
を
有
す
る
大
国
と
し
て
再

び
蘇

よ
み
が
える

。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
唐

と
ペ
ル
シ
ャ
は
、
か
つ
て
は
世
界

最
大
、
二
大
帝
国
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
閉
鎖
に

よ
り
石
油
製
品
の
入
手
が
困
難
に

な
り
日
本
の
物
価
は
上
昇
し
て
い

る
（
円
安
も
あ
る
が
）。

　

日
本
に
と
っ
て
、
何
回
か
の
石

油
シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
て
き
た

が
「
油
断

4

4

大
敵
」。
資
源
小
国
は

備
蓄
が
重
要
。「
備
え
有
れ
ば
患

い
無
し
（
有
備
無
患
）『
書
経
』」。

こ
の
言
葉
は
中
国
殷
の
宰
相
、
傅

説
の
言
葉
で
あ
る
。

　

石
油
不
足
、「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ

ン
ス
」
と
も
い
え
る
。
こ
の
機
会

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究

開
発
に
舵
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

「
奇
貨
居
く
べ
し
（
奇
貨
可
居
）

『
史
記
』」
呂
不
韋
の
言
葉
、
珍

し
い
品
物
は
値
上
が
り
が
予
想
さ

れ
る
。
転
じ
て
「
機
会
は
う
ま
く

利
用
す
べ
し
」
と
い
う
こ
と
。

　

た
だ
し
原
子
力
発
電
に
は
シ
フ

ト
す
べ
き
で
は
な
い
。
同
じ
ア
ジ

ア
で
も
中
国
は
電
気
自
動
車
と
太

陽
光
等
の
再
生
可
能
発
電
が
主
流

と
な
り
、
北
京
や
上
海
の
大
気
汚

染
も
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

石
油
不
足
は
火
山
国
で
モ
ン
ス

ー
ン
気
候
で
も
あ
る
日
本
で
太
陽

光
、
地
熱
等
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
へ
の
呼
び
水
に
な
る
の
か
？

　

た
だ
し
自
民
党
が
既
存
の
大
企

業
を
優
先
す
る
だ
け
な
ら
日
本
の

停
滞
が
続
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
ぞ

「
因
果
応
報
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法

師
伝
』」。

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
６
月
13
日

に
接
遇
研
修
会
を
姫
路
市
内
で
開

催
。「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
接
遇
〜

ク
レ
ー
ム
応
対
を
深
め
る
」
を
テ

ー
マ
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
松
田
幸
子
氏
が
講
師
を

務
め
、
38
人
が
参
加
し
た
。
参
加

し
た
井
野
病
院
職
員
の
牛
尾
裕
子

氏
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
「
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
接

遇
〜
ク
レ
ー
ム
応
対
を
深
め
る
」

研
修
で
は
、
ク
レ
ー
ム
に
対
す
る

苦
手
意
識
を
軽
減
し
、
適
切
な
対

応
に
必
要
な
知
識
と
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ク
レ

ー
ム
に
対
す
る
考
え
方
や
予
防
方

法
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
対
応
プ

ロ
セ
ス
、
お
詫
び
や
傾
聴
、
共
感

の
語
彙
の
増
や
し
方
、
謝
罪
か
ら

改
善
へ
の
切
り
替
え
方
、
チ
ェ
ン

ジ
オ
ブ
ペ
ー
ス
の
進
め
方
な
ど
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
特
に
印
象
に
残

っ
た
こ
と
は
、「
傾
聴
で
き
て
い

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
は
相

手
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
で

す
。

　

自
分
で
は
話
を
聞
い
て
い
る
つ

も
り
で
も
、
相
手
に
そ
の
姿
勢
が

伝
わ
ら
な
け
れ
ば
十
分
な
傾
聴
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ク

レ
ー
ム
対
応
時
に
は
質
問
し
た
い

こ
と
や
確
認
し
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
途
中
で
話
を
遮
ら
ず
、
ま
ず

は
最
後
ま
で
話
を
聞
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
学
び
ま
し
た
。
ま

た
、
積
極
的
傾
聴
を
心
掛
け
、
共

感
の
言
葉
や
オ
ウ
ム
返
し
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
相
手
の
気
持
ち

に
寄
り
添
い
、
安
心
感
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
も
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
レ
ー
ム
の
予
防
に

は
、
日
頃
か
ら
の
あ
い
さ
つ
や
笑

顔
、
お
辞
儀
と
い
っ
た
基
本
的
な

接
遇
が
重
要
で
あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
を
形
と
し
て
表

現
す
る
こ
と
が
患
者
さ

ま
と
の
信
頼
関
係
の
構

築
に
つ
な
が
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

今
後
は
研
修
で
学
ん

だ
こ
と
を
院
内
研
修
や

日
々
の
業
務
に
活
か

し
、
患
者
様
や
ご
家
族

様
に
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
接
遇
を
実
践
で

き
、
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
業
務
改
善
に
つ
な

げ
て
い
け
る
医
療
機
関

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

【
姫
路
市
・
井
野
病
院

職
員 

牛
尾　

裕
子
】

実
技
を
通
し
て
接
遇
や
ク
レ
ー
ム
対
応

に
つ
い
て
学
ん
だ　
　
　
　
　
　
　
　

55

〈ブリッジ製作の事前承認〉

Ｑ１　厚生局への事前承認の対象か
ら、①補管期間中の歯冠補綴物また
はブリッジについて、外傷・腫瘍な
ど（Ｐ除く）でやむを得ず、その歯
冠補綴物またはブリッジの支台歯、
隣在歯または隣在歯および、その歯
冠補綴物またはブリッジの支台歯を
抜歯しブリッジを装着する場合、②
先天性疾患以外の疾患により後継永
久歯がない小児に対し小児義歯を適
用する場合が2026年6月から除かれ
たのか。
Ａ１　その通りです。ただし①につ
いては、2026年６月１日以降に補管
を算定した部位にかかるものについ
て、事前承認の手続きが不要になっ
たということです。ご注意くださ
い。不合理です。
Ｑ２　2026年６月以降の事前承認の
対象は何か。
Ａ２　Ｑ１の①で2026年５月末まで
に補管を算定した部位にかかるもの
以外に、①有床義歯では目的が達せ
られないか、または誤嚥等の事故を
起こす恐れが極めて大きい場合であ
ってブリッジを行う以外に方法がな
い場合、②矯正・先天性欠如等によ
り第一小臼歯、第二小臼歯、第一大
臼歯欠損のブリッジにおいて、欠損
歯数は３歯であるが、間隙のほうが
１歯分程度小さく２歯分となる場
合、③移植後一定期間を経過した移
植歯を支台歯とする、１歯欠損症例
のブリッジを製作する場合（骨植状
態が良好かつ咬合力の負担能力が十
分にあると考えられる場合）④実際

の欠損歯を反映した歯式では保険給
付外となるブリッジであって、欠損
歯の間隙が１歯分少ないようなブリ
ッジが対象。
　やむを得ず事前承認を申請するに
は、着手する前に、予め理由書、模
型、エックス線フィルムまたはその
複製を近畿厚生局に提出し、保険適
用の可否について判断を求めます。
添付模型の製作は基本診療料に含ま
れ別に算定できませんが、添付フィ
ルムまたはその複製は撮影料とフィ
ルム料が算定可能です。摘要欄にそ
の理由を記載します。
Ｑ３　2026年６月26日付け疑義解釈
その９で、事前承認時の、理由書、
模型およびエックス線フィルムまた
はその複製は、電子媒体で提出して
も良いとされたのか。
Ａ３　その通りです。ただし、電子
媒体での提出に際しての留意点が示
されました。また、電子媒体で判読
が困難とされた場合は、電子媒体で
の再提出もしくはエックス線フィル
ムや模型を速やかに提出します。
〈留意点〉①一般的に閲覧可能なフ
ァイル形式で、判読可能な画質で提
出すること。②模型については、上
下顎模型の写真もしくは３次元デジ
タル模型から作成した画像データに
て、正面観、側方面観、咬合面観お
よび咬合関係を確認できる資料を提
出すること。③矯正・先欠などの臼
歯部３歯欠損２歯間隙の場合は、欠
損部や歯冠の幅径等が分かるよう
に、模型に定規などを含めた写真な
どとすること。

員員 稿稿
会 投

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

中
国
古
典
に
学
ぶ　
そ
の
12

負
担
増
計
画
中
止
、
現
行
健
康
保

険
証
の
復
活
な
ど
を
求
め
る
決
議

を
採
択
し
た
。

　

協
会
か
ら
口
分
田
真
副
理
事
長

（
県
社
保
協
会
長
）、
高
森
信
岳

理
事
（
西
播
社
保
協
会
長
）、
保

団
連
か
ら
竹
田
智
雄
会
長
、
中
村

洋
一
理
事
ら
が
参
加
し
た
。

　

記
念
講
演
で
佛
教
大
学
の
岡
﨑

祐
司
教
授
は
、
現
政
権
は
「
戦
争

体
制
づ
く
り
と
新
自
由
主
義
改
革

が
一
体
と
な
っ
た
反
動
期
」
と
指

摘
。
軍
事
大
国
化
に
巨
額
の
財
政

を
投
じ
る
一
方
、
庶
民
の
貧
困
化

を
進
め
、
一
部
保
険
外
療
養
や
地

域
医
療
構
想
に
よ
っ
て
皆
保
険
と

地
域
医
療
を
解
体
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
批
判
し
、
憲
法
９
条
と
25

条
は
不
可
分
だ
と
強
調
。
新
た
な

「
社
会
構
想
」
を
掲
げ
、
運
動
を

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
必
要
性

を
訴
え
た
。

　

竹
田
智
雄
会
長
は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
」
の
保
険
外
し
や
高
齢
者
窓

口
負
担
原
則
３
割
負
担
化
を
「
高

齢
者
切
り
捨
て
」
と
批
判
し
、

「
タ
ッ
ク
ス
・
ザ
・
リ
ッ
チ
」
を

財
源
に
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る

よ
う
主
張
。

　

歓
迎
あ
い
さ
つ
で
口
分
田
真
会

長
は
兵
庫
で
の
空
港
・
港
湾
の
軍

事
利
用
拡
大
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

地
元
・
西
播
社
保
協
の
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ
ン
に
よ
る
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
な
ど
の
成
果
を
紹
介
。
参

加
者
は
地
域
医
療
と
平
和
、
民
主

主
義
を
守
る
運
動
を
さ
ら
に
広
げ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

第
70
回
中
央
社
会
保
障
推
進
協

議
会
（
中
央
社
保
協
）
総
会
が
兵

庫
県
姫
路
市
と
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
か

れ
、
全
国
か
ら
１
０
０
人
以
上
が

参
加
。
25
年
度
活
動
報
告
、
新
年

度
方
針
・
予
算
案
を
承
認
し
、
憲

法
25
条
の
理
念
に
基
づ
く
大
軍
拡

路
線
の
休
止
、
社
会
保
障
関
係
費

の
拡
大
、
患
者
・
介
護
利
用
者
の

平
和
と
社
会
保
障
を
守
る
取
り
組
み
の

前
進
を
呼
び
か
け
る
口
分
田
県
社
保
協

会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中央社保協総会を姫路で開催

口分田副理事長、高森理事が参加

社会保障と平和を守る
運動を強化

ク
レ
ー
ム
に
対
す
る

苦
手
意
識
が
軽
減

姫
路
・
西
播
支
部　

接
遇
研
修
会

姫
路
・
西
播
支
部　

接
遇
研
修
会

感 想 文

歯科保険請求
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全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
副
会
長

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
長

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言  

（
順
不
同
）　
　
　

（
順
不
同
）　
　
　

こ
れ
ま
で
と
質
と
次
元
が
違
う

「
健
保
大
改
悪
」
押
し
戻
そ
う

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

よ
う
な
な
か
、
今
回
の
診
療
報
酬

改
定
は
プ
ラ
ス
３
・
09
％
に
と
ど

ま
り
、
医
療
機
関
の
根
本
的
な
経

営
改
善
に
は
到
底
及
ば
な
い
。

　

も
う
一
つ
、
私
た
ち
が
極
め
て

深
刻
に
受
け
止
め
、
反
対
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
国

が
進
め
る
公
的
保
険
制
度
の
縮
小

の
動
き
だ
。「
一
部
保
険
外
療

養
」
の
仕
組
み
が
制
度
化
さ
れ

た
。
こ
れ
は
従
来
と
は
本
質
的
に

異
な
り
、
公
的
保
険
診
療
の
範
囲

を
縮
小
し
、
患
者
負
担
へ
と
転
換

　

長
年
に
わ
た
る
診
療
報
酬
抑
制

政
策
に
加
え
、
急
激
な
物
価
高

騰
、
人
件
費
の
上
昇
が
、
地
域
医

療
の
現
場
を
直
撃
し
、
国
際
情
勢

の
緊
迫
化
は
、
医
療
物
資
や
医
薬

品
の
供
給
不
足
と
い
う
形
で
医
療

現
場
に
も
影
を
落
と
し
た
。
こ
の

し
て
い
く
仕
組
み
で
、
単
な
る

「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
」

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
こ
れ
ま
で
と

質
と
次
元
が
違
う
「
健
保
大
改

悪
」
だ
。

　

政
府
は
特
定
の
戦
略
分
野
へ
の

中
長
期
的
投
資
を
進
め
て
い
る

が
、
国
民
が
今
最
も
必
要
と
し
、

将
来
世
代
に
安
全
と
安
心
を
送
り

届
け
る
重
要
な
資
産
こ
そ
、
医
療

・
社
会
保
障
の
充
実
だ
。
こ
の
事

実
を
、
社
会
に
向
け
て
強
く
発
信

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
人
ひ
と
り
で
は
抵
抗
し
難
い

医
療
改
悪
の
波
も
、
声
を
束
ね
、

連
帯
す
れ
ば
、
必
ず
押
し
戻
す
こ

と
が
で
き
る
。
私
た
ち
執
行
部

は
、「
開
業
保
険
医
の
生
活
と
権

利
を
守
る
」「
住
民
と
と
も
に
地

域
医
療
の
充
実
・
向
上
を
め
ざ

す
」、
こ
れ
ら
の
達
成
に
向
け
、

今
年
度
も
全
力
を
尽
く
す
。

　

い
ま
私
た
ち
が
、
こ
の
国
の
か

た
ち
に
ど
う
対
峙
し
て
い
く
の
か

が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
。

　

衆
議
院
選
挙
結
果
を
受
け
、
衆

議
院
で
は
自
民
党
だ
け
で
３
分
の

２
超
、
連
立
与
党
の
日
本
維
新
の

会
を
加
え
る
と
４
分
の
３
を
占
め

る
と
い
う
、
戦
後
か
つ
て
な
か
っ

た
巨
大
与
党
が
出
現
し
た
。
今
ま

で
と
は
全
く
違
う
ス
ピ
ー
ド
で
、

憲
法
が
保
障
す
る
思
想
信
条
の
自

由
や
民
主
主
義
、
学
問
、
言
論
の

自
由
、
社
会
保
障
が
壊
さ
れ
、
大

き
く
後
退
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

一
方
、
憲
法
が
禁
じ
、
歴
代
政

府
が
抑
制
し
て
き
た
軍
事
面
で
の

制
限
は
な
く
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
同
時
に
、
外
国
人
、
年
齢
、

性
別
、
経
済
力
な
ど
に
よ
る
差
別

と
分
断
が
社
会
に
持
ち
込
ま
れ
て

い
る
。

　

今
国
会
で
成
立
し
た
法
律
、
閣

議
決
定
は
、
戦
後
長
年
に
わ
た
り

築
い
て
き
た
日
本
の
財
産
と
も
い

え
る
国
際
的
信
用
を
も
、
き
損
し

て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
動
き
が
、
国
民
皆
保

険
、
公
的
医
療
を
蝕
み
、
破
壊
し

て
き
て
い
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
ご

存
じ
の
通
り
で
あ
る
。
私
た
ち
の

運
動
の
社
会
的
基
盤
が
土
台
か
ら

揺
さ
ぶ
ら
れ
、
命
を
守
る
医
療
者

と
し
て
譲
れ
な
い
、
ま
さ
に
そ
の

一
線
に
ま
で
危
機
は
迫
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　

貴
協
会
の
多
彩
で
力
強
い
活
動

は
、
長
年
に
わ
た
り
保
団
連
運
動

を
牽
引
さ
れ
て
き
た
。
今
ほ
ど
貴

協
会
の
運
動
が
果
た
す
役
割
が
求

め
ら
れ
る
時
は
な
い
。

　

今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

祈
念
す
る
。

国
会
要
請
行
動
の
意
義
と

自
民
党
改
憲
案
の
危
険
性

歯科部会

小寺　修先生

歯
科
部
会

「
人
」
に
支
え
ら
れ
発
展

歯科部会

川村雅之先生

選
挙
の
開
票
作
業

シ
ス
テ
ム
見
直
し
求
め
て

歯科部会

幸田雄策先生

す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て

医
療
に
か
か
れ
る
地
域
築
こ
う

国際部

辛　龍文先生

医
科
歯
科
と
も

会
員
増
加
全
国
１
位
に

組織部

宮武博明先生

「
開
業
医
宣
言
」
の

精
神
を
再
び

北阪神支部・歯科部会

島津俊二先生

　

保
団
連
・
協
会
の
国
会
要
請
行

動
に
２
・
４
・
６
月
に
参
加
し

た
。
与
野
党
問
わ
ず
全
政
党
の
議

員
に
、
医
療
現
場
の
実
態
を
知
ら

せ
、
診
療
報
酬
増
・
改
善
や
患
者

負
担
増
中
止
な
ど
を
要
請
し
た
。

懇
談
し
た
辰
巳
孝
太
郎
議
員
が
、

そ
の
後
当
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
示
し
、
中
東
情
勢
に
よ
る
医
療

材
料
供
給
不
足
へ
の
対
応
を
高
市

首
相
に
迫
っ
た
よ
う
に
、
国
会
議

員
に
直
接
働
き
か
け
る
重
要
な
機

会
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
点
、
自
民
党
の
改
憲
案

の
危
険
性
に
つ
い
て
発
言
す
る
。

憲
法
と
は
、
国
家
権
力
を
律
し
縛

る
最
高
法
で
あ
る
の
に
、
こ
の
憲

法
を
、
縛
ら
れ
る
側
が
変
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
自
民
党
が
示
す
改

憲
案
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で

国
民
は
国
の
指
示
に
従
わ
ね
ば
な

　

本
総
会
で
、
私
が
歯
科
部
会
長

に
な
っ
て
１
年
が
経
っ
た
。
こ
の

間
、
歯
科
医
師
会
や
歯
科
技
工
士

会
、
歯
科
衛
生
士
会
と
懇
談
し
一

　

２
月
の
衆
議
院
選
挙
に
お
い

て
、
支
持
率
１
％
に
も
満
た
な
い

政
党
が
11
議
席
の
躍
進
を
見
せ

た
。
私
は
こ
れ
を
不
正
開
票
選
挙

　

国
際
部
は
西
宮
・
芦
屋
支
部
で

定
期
開
催
し
て
い
るM

edical 
English

を
拡
大
版
と
し
て
５
月

　

こ
の
１
年
間
、
７
７
９
０
人
会

員
を
総
会
目
標
と
し
て
組
織
拡
大

に
取
り
組
み
、
34
人
の
実
増
を
得

て
、
年
度
末
会
員
数
は
過
去
最
高

の
７
７
８
２
人
と
な
り
、
医
科
・

歯
科
と
も
開
業
医
会
員
年
間
増
加

数
で
全
国
１
位
と
な
っ
た
。

　

協
会
予
算
の
３
分
の
２
は
会
費

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
会

費
を
長
年
据
え
置
く
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
は
、
会
員
を
増
や
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
だ
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
、
非
常
に
感
謝
し

て
い
る
。

　

い
ま
勤
務
医
の
先
生
方
に
い
か

に
協
会
の
知
名
度
を
上
げ
る
か
と

い
う
努
力
を
進
め
て
い
る
。
５
月

に
は
、
神
戸
市
立
西
神
戸
医
療
セ

ン
タ
ー
で
勤
務
医
向
け
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
20
人

の
参
加
で
成
功
し
た
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
春
の
組

織
強
化
月
間
で
は
、
新
点
数
研
究

　

「
開
業
医
宣
言
」
に
あ
る
よ
う

に
、
わ
れ
わ
れ
開
業
医
は
第
一
線

の
医
療
の
担
い
手
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
地
域
住
民
の
医
療
に
貢

献
し
て
き
た
が
、
昨
今
の
急
激
な

医
療
Ｄ
Ｘ
化
や
診
療
報
酬
抑
制
、

さ
ら
に
マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
で
世

界
に
誇
る
保
険
診
療
体
制
は
崩
壊

し
て
い
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
患
者
負

担
は
さ
ら
に
重
く
な
り
、
高
額
療

養
費
額
も
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
は
か
つ
て
の
「
医
療
費

亡
国
論
」
の
実
践
に
他
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
は
「
国
に
係
る
医

療
費
を
抑
制
し
て
、
国
の
負
担
を

軽
減
さ
せ
る
」
だ
。

　

特
に
医
療
機
関
側
に
対
し
て
の

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」 

問
題
で
デ
ジ

タ
ル
庁
誘
導
の
強
引
な
手
法
に
対

し
て
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在

裁
判
」
だ
っ
た
の
だ
。
６
月
10
日

に
第
３
回
控
訴
審
が
開
か
れ
、
９

月
16
日
に
判
決
予
定
だ
。

　

わ
れ
わ
れ
原
告
団
の
資
料
の
う

ち
、
原
告
医
師
・
歯
科
医
師
の
陳

述
書
が
本
日
の
資
料
に
入
っ
て
い

る
。
当
事
者
た
ち
の
叫
び
の
よ
う

な
言
葉
を
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き

た
い
。

定
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
他
の
協
会
の
会
員
数

が
伸
び
悩
む
中
、
歯
科
部
会
は
保

団
連
か
ら
表
彰
を
受
け
る
ほ
ど
の

成
果
を
上
げ
て
き
た
。

　

今
改
定
の
新
点
数
研
究
会
の
参

加
者
は
前
回
よ
り
増
え
て
１
３
６

２
人
で
、
若
手
役
員
を
含
め
て
41

人
の
役
員
・
会
員
に
ご
協
力
を
頂

い
た
。
ま
た
、
新
設
の
歯
科
衛
生

士
の
口
腔
機
能
実
地
指
導
料
の
施

設
基
準
研
修
会
や
歯
科
技
工
問
題

交
流
会
な
ど
を
活
発
に
開
催
し
て

ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
第
９
条
３

項
に
国
民
は
領
土
保
存
等
の
た
め

国
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
る

で
国
体
を
守
る
た
め
戦
争
協
力
を

求
め
る
「
国
家
総
動
員
法
」
だ
。

国
民
を
縛
る
こ
の
二
つ
は
、
憲
法

に
決
し
て
記
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

「
良
き
未
来　

歴
史
の
教
訓　

生
か
さ
ね
ば
」

い
る
。

　

こ
の
兵
庫
協
会
の
勢
い
の
源
は

何
か
。「
人
」
だ
。
今
ま
で
部
会

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
大
切
で

あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
現
在
は

そ
れ
ぞ
れ
に
お
願
い
し
つ
つ
、
自

分
も
楽
し
ん
で
い
る
状
態
で
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま
す
ま
す

兵
庫
協
会
は
発
展
し
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

を
開
催
し
、
９
月
に
は
同
会
の
学

術
大
会
で
演
題
発
表
を
行
う
予
定

だ
。
ま
た
、
水
間
部
長
の
尽
力
に

よ
り
、
台
湾
で
在
宅
医
療
学
会
を

設
立
し
た
余
尚
儒
先
生
と
の
交
流

会
も
予
定
し
て
い
る
。

　

医
療
者
と
し
て
、
戦
争
や
差
別

に
加
担
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
住
民
が
医
療
に
か
か
れ
る
地

域
を
築
く
こ
と
は
、
私
た
ち
の
使

命
だ
。
今
後
も
海
外
の
医
療
制
度

の
研
究
や
「
や
さ
し
い
日
本
語
研

修
会
」
な
ど
多
彩
な
企
画
を
通
じ

て
、
日
本
に
住
む
外
国
人
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
、
海
外
の
医
療
団
体
と
の
交

流
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

会
や
、
新
し
い
施
設
基
準
要
件
に

対
応
し
た
研
究
会
、
税
務
・
労
務

の
日
常
的
な
相
談
対
応
、
各
種
補

助
金
・
税
制
改
正
等
の
情
報
提
供

な
ど
、
兵
庫
協
会
の
「
頼
り
に
な

り
役
に
立
つ
」
各
種
事
業
や
取
り

組
み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
引

き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

　

協
会
が
６
月
21
日
に
開
催
し

た
第
58
回
総
会
の
理
事
長
あ
い

さ
つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
発

言
、
執
行
部
答
弁
の
要
旨
、
来

賓
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
一
覧
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
、
決
議
全
文
を
掲
載
す

る
。

して医療・社会保障制度充実へして医療・社会保障制度充実へ

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

全
国
を
引
っ
張
る

兵
庫
協
会
の
運
動
に
期
待

小
澤　

力
先
生

だ
と
思
っ
て
い
る
。
あ
る
現
地
調

査
で
、
ま
っ
た
く
そ
の
政
党
に
投

票
し
た
者
が
い
な
か
っ
た
か
ら

だ
。

　

候
補
者
の
得
票
か
ご
が
他
の
投

票
者
の
か
ご
と
接
近
し
す
ぎ
て
お

り
、
票
の
入
れ
替
え
疑
惑
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
選
挙

管
理
委
員
会
の
誰
か
が
ご
ま
か
し

の
開
票
を
や
っ
て
も
疑
わ
れ
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
も
う
一
つ
、
開

票
作
業
員
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
チ
ー

ム
だ
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
開
票
操
作
が
憲
法

改
正
の
国
民
投
票
で
も
行
わ
れ
る

と
す
る
と
、
国
民
投
票
が
国
民
の

意
思
と
は
別
の
も
の
に
な
っ
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　

総
務
省
に
選
挙
の
開
票
作
業
の

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
や
取
り
締
ま

り
等
改
善
を
、
保
険
医
協
会
の
名

で
も
っ
て
お
願
い
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
国
民
が
き
ち
ん
と
見
て
い

る
と
総
務
省
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

に
実
施
。
２
月
に
は
「
ト
ラ
ン
プ

時
代
の
平
和
の
展
望
」
を
テ
ー
マ

に
、
同
志
社
大
学
教
授
の
三
牧
聖

子
先
生
に
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
講
演
い
た
だ
い

た
鳥
井
一
平
さ
ん
か
ら
の
呼
び
か

け
に
よ
り
、「
ヘ
イ
ト
に
Ｎ
Ｏ
！

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
賛
同
し

た
。

　

２
月
８
日
に
は
、
韓
国
・
大
邱

市
医
師
会
の
来
日
に
合
わ
せ
、
両

国
の
医
療
制
度
に
関
す
る
交
流
会
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組織大きくし 連帯組織大きくし 連帯
執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

医
療
は
平
和
あ
っ
て
こ
そ

人
権
抑
圧
容
認
し
な
い

西
山　

裕
康 

理
事
長

　

小
寺
先
生
、
平
日
の
お
忙
し
い

中
、
何
度
も
国
会
へ
足
を
運
び
、

与
野
党
を
問
わ
ず
幅
広
く
働
き
か

け
て
い
た
だ
い
た
行
動
こ
そ
が
、

私
た
ち
の
運
動
の
生
命
線
だ
。
当

協
会
の
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
が
首
相

へ
の
追
及
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う

具
体
例
は
要
請
行
動
の
大
き
な
力

を
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
民
党
の
改
憲
案
の
危

険
性
に
つ
い
て
、
憲
法
が
「
国
家

権
力
を
縛
り
、
国
民
を
守
る
最
強

の
鎧
で
あ
る
」
と
い
う
本
質
に
立

ち
返
っ
た
、
非
常
に
鋭
く
的
確
な

ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。

　

私
た
ち
医
療
者
に
と
っ
て
も
決

し
て
他
人
事
で
は
な
い
。
す
で

に
、「
武
力
攻
撃
事
態
」
に
お
け

る
医
療
従
事
者
の
動
員
が
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
。
医
療
は
、
平
和

な
社
会
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
そ

の
使
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
戦
争
へ
の
加
担
や
人
権
を
抑

圧
す
る
よ
う
な
法
制
度
の
構
築

は
、
患
者
さ
ん
の
生
命
と
健
康
を

守
る
医
師
・
歯
科
医
師
の
倫
理
と

し
て
、
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

今
後
も
運
動
を
よ
り
一
層
強
固
に

進
め
て
い
く
。

　

川
村
先
生
、
歯
科
部
会
長
と
し

て
の
１
年
間
の
活
動
報
告
を
あ
り

が
と
う
。
数
字
で
見
て
も
素
晴
ら

し
い
成
果
だ
が
、
先
生
が
強
調
さ

れ
た
の
は
、
そ
れ
を
支
え
る

「
人
」
の
力
だ
。
協
会
の
活
動
は

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
そ
し
て

自
ら
関
わ
ろ
う
と
す
る
会
員
の
熱

意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

今
後
も
歯
科
部
会
の
活
動
が
さ
ら

に
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　

幸
田
先
生
の
、
民
主
主
義
の
根

幹
で
あ
る
選
挙
、
憲
法
改
正
を
め

ぐ
る
国
民
投
票
に
お
い
て
、
そ
の

プ
ロ
セ
ス
が
厳
格
か
つ
公
正
に
管

理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
ご
指
摘
は
極
め
て
重
い
問
題
提

起
と
受
け
止
め
て
い
る
。
一
方
、

選
挙
実
務
の
具
体
的
な
不
正
疑
惑

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
形
で
ア
プ

ロ
ー
チ
す
べ
き
か
、
組
織
内
で
の

丁
寧
な
合
意
形
成
が
必
要
と
な

る
。
今
後
、
協
会
の
役
割
や
運
動

の
方
向
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎

重
か
つ
真
摯
に
検
討
・
協
議
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

　

辛
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、

差
別
や
戦
争
に
加
担
せ
ず
、
日
本

に
住
む
外
国
人
も
含
め
た
「
す
べ

て
の
住
民
が
医
療
に
か
か
れ
る
地

域
を
築
く
こ
と
」
は
、
医
療
者
と

し
て
の
原
点
で
あ
り
、
私
た
ち
の

使
命
だ
。

　

国
際
部
は
、
新
し
く
で
き
た
、

全
国
初
の
部
だ
が
、
最
も
伸
び
と

勢
い
の
あ
る
専
門
部
の
一
つ
と
思

う
。
今
後
の
活
動
を
執
行
部
と
し

て
も
強
力
に
応
援
し
、
共
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　

宮
武
先
生
、
年
度
末
会
員
数
が

過
去
最
高
に
達
し
、
全
国
１
位
を

獲
得
で
き
た
こ
と
は
、
組
織
部
を

は
じ
め
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
の

賜
物
だ
。

　

会
員
数
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の

政
策
提
言
や
運
動
の
社
会
的
影
響

力
を
高
め
る
た
め
の
最
大
の
基
盤

だ
。
会
員
の
先
生
方
に
は
引
き
続

き
力
強
い
お
力
添
え
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
。
自
信
と
確
信
を
も
っ

て
仲
間
を
増
や
し
て
い
こ
う
。

　

島
津
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

「
開
業
医
宣
言
の
精
神
を
再
び
」

と
い
う
言
葉
を
、
大
変
重
く
受
け

止
め
た
。
し
か
し
今
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
土
台
が
大
き
く
揺
ら
い

で
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
40
年
以

上
前
か
ら
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

「
医
療
費
亡
国
論
」
が
あ
る
。
現

在
の
マ
イ
ナ
保
険
証
を
め
ぐ
る
問

題
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務

不
存
在
確
認
訴
訟
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
原
告
団
の
先
生
方
の
ご
尽

力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

協
会
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
地

域
医
療
と
国
民
皆
保
険
制
度
の
将

来
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
受
け
止

め
て
い
る
。
医
療
を
コ
ス
ト
で
は

な
く
社
会
の
財
産
と
し
て
位
置
付

け
、
開
業
医
の
役
割
と
地
域
医
療

を
守
る
た
め
に
、
今
後
も
会
員
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
声
を
上
げ
続
け

て
い
く
。

協会・医会・協同組合　全国保険医団体連合会会長　竹田智
雄、北海道、岩手、宮城、秋田、山形、福島、茨城、群馬、
埼玉、千葉、東京歯科、神奈川、岐阜、静岡、愛知、三重、
滋賀、京都、京都歯科、大阪、大阪歯科、奈良、和歌山、鳥
取、島根、広島、山口、香川、高知、福岡、福岡歯科、佐
賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄
議員等　衆議院議員　関芳弘・盛山正仁・辰巳孝太郎、参議
院議員　末松信介・小池晃・大門実紀史・福島みずほ、前衆
議院議員　桜井シュウ・井坂信彦、元参議院議員　辻泰弘、
れいわ新選組共同代表　大石あきこ
生命保険会社等　明治安田生命保険相互会社社長　永島英
器、第一生命保険株式会社代表取締役社長　隅野俊亮、太陽
生命保険株式会社取締役専務執行役員　下屋敷縁、三井住友
海上あいおい生命保険株式会社代表取締役社長　赤木匡、大
樹生命保険株式会社神戸支社支社長　木村太
医療関係団体　兵庫県歯科医師会会長　橋本芳紀、（一社）
日本保険鍼灸マッサージ師会代表理事　藤岡東洋雄
友好団体・業者　全日本民主医療機関連合会会長　増田剛、
兵庫県労働組合総連合議長　成山太志、兵庫県商工団体連合
会会長　土谷洋男、兵庫障害者連絡協議会会長　井上義治、
兵庫県高齢者生活協同組合理事長　阿江善春、兵庫県農民運
動連絡会事務局長　田中真一郎、兵庫県母親大会会長　中村
治子、（株）関西共同印刷所代表取締役社長　松本竹志、
（株）きかんしコム代表取締役社長　岡本一也
士業他　神戸花くま法律事務所　弁護士　野田倫子、社会保
険労務士　桂好志郎、神戸合同法律事務所　弁護士　松山秀
樹・吉田維一・大田悠記

祝電・メッセージ（順不同・敬称略）

　

い
ま
日
本
社
会
は
、
医
療
・
社
会
保
障
、
地
域
経
済
、
平
和
と
民
主
主
義
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
長

年
に
わ
た
る
社
会
保
障
費
抑
制
政
策
の
も
と
で
、
病
院
、
診
療
所
、
歯
科
医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
の
経
営
は
深
刻
さ
を
増
し
、
物
価
高

騰
、
人
件
費
上
昇
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
、
医
療
Ｄ
Ｘ
対
応
の
義
務
化
な
ど
が
重
な
り
、
地
域
医
療
の
存
続
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
。

　

２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
プ
ラ
ス
改
定
と
さ
れ
た
も
の
の
、
外
来
初
診
料
は
据
え
置
か
れ
、
再
診
料
も
わ
ず
か
な
引
き
上
げ
に

と
ど
ま
っ
た
。
物
価
・
人
件
費
高
騰
に
見
合
う
も
の
で
は
な
く
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
、
医
療
機
関
の
経
営
改
善
、
地
域
医
療
の
維
持

い
ず
れ
に
も
全
く
不
十
分
で
あ
る
。
医
療
を
支
え
る
基
盤
へ
の
財
源
投
入
を
怠
れ
ば
、
国
民
皆
保
険
制
度
は
根
底
か
ら
損
な
わ
れ
る
。

　

医
療
は
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
社
会
的
基
盤
で
あ
り
、
地
域
社
会
を
支
え
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
医
療
・
介
護
分
野
は
、
地

域
の
雇
用
と
所
得
を
支
え
、
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て
も
安
定
し
た
需
要
を
持
つ
内
需
型
産
業
で
も
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
政
府
は
、

医
療
・
社
会
保
障
を
削
減
対
象
と
す
る
一
方
で
、
半
導
体
、
Ａ
Ｉ
、
防
衛
産
業
な
ど
、
国
際
競
争
を
名
目
と
し
た
分
野
に
莫
大
な
財
政
を

投
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
世
界
市
場
で
の
競
争
力
回
復
が
不
透
明
な
分
野
や
、
軍
事
拡
大
と
結
び
つ
く
産
業
に
巨
額
の
公
費
を
投
じ
な

が
ら
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
・
社
会
保
障
に
は
「
財
源
が
な
い
」
と
す
る
姿
勢
は
、
財
政
運
営
と
し
て
根
本
的
に
誤
っ
て

い
る
。
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
大
企
業
中
心
・
軍
事
産
業
優
先
の
投
資
で
は
な
く
、
地
域
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
教
育
、
生
活
支

援
な
ど
、
国
民
生
活
と
地
域
経
済
を
直
接
支
え
る
分
野
へ
の
投
資
で
あ
る
。

　

し
か
し
政
府
は
、
医
療
現
場
の
危
機
を
直
視
せ
ず
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
、
患
者
負
担
増
と
保
険
適
用
範
囲
の
縮
小
を
さ
ら
に
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し
、
長
期
収
載
品
の
負
担
増
、
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直
し
、
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
へ
の

金
融
所
得
反
映
な
ど
は
、
必
要
な
医
療
を
保
険
に
よ
り
現
物
給
付
で
保
障
す
る
と
い
う
国
民
皆
保
険
制
度
の
原
則
を
空
洞
化
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。
経
済
的
理
由
に
よ
る
受
診
抑
制
や
治
療
中
断
を
広
げ
、
患
者
の
命
と
健
康
を
脅
か
す
制
度
改
悪
は
断
じ
て
容
認
で
き
な
い
。

　

一
方
で
、
防
衛
費
は
過
去
最
大
規
模
へ
と
拡
大
さ
れ
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
整
備
、
米
軍
と
の
共
同
作
戦
体
制
の
強
化
、
武
器
輸
出
の

拡
大
な
ど
、
憲
法
９
条
を
空
洞
化
さ
せ
る
政
策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
家
情
報
局
の
創
設
は
、
国
民
監
視
や
情
報
統
制
の
強

化
に
つ
な
が
る
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

国
際
的
に
も
、
軍
事
的
緊
張
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
戦
争
は
、
戦
場
で
人
命
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
高
騰
さ

せ
、
物
流
を
混
乱
さ
せ
、
医
薬
品
・
医
療
材
料
の
供
給
を
断
ち
、
平
時
の
医
療
を
も
破
壊
す
る
。
武
器
輸
出
の
拡
大
は
、
日
本
が
紛
争
を

助
長
し
、
人
命
を
奪
う
側
に
加
担
す
る
危
険
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。
医
療
を
守
る
こ
と
と
戦
争
に
反
対
し
平
和
な
世
界
を
築
く
こ
と

は
、
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

日
本
国
憲
法
が
掲
げ
る
国
民
主
権
、
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
、
生
存
権
は
、
医
療
・
社
会
保
障
政
策
の
根
幹
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、

命
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
医
療
の
切
り
捨
て
、
患
者
負
担
増
、
社
会
保
障
削
減
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
そ
し
て
国

民
監
視
や
情
報
統
制
の
強
化
に
断
固
と
し
て
反
対
す
る
。
国
民
の
命
と
生
活
に
責
任
を
持
つ
政
治
の
実
現
を
め
ざ
し
、
患
者
・
市
民
と
と

も
に
、
地
域
医
療
を
守
り
、
社
会
保
障
を
拡
充
し
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
運
動
を
広
げ
る
決
意
を
こ
こ
に
新
た
に
す
る
。

記

一
．
医
療
・
社
会
保
障
費
を
拡
大
し
、
防
衛
費
拡
大
を
や
め
る
こ
と
。

一 

．
国
の
責
任
で
地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
医
療
提
供
体
制
や
公
衆
衛
生
体
制
を
抜
本
的
に
強
化
し
、
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
す
る

こ
と
。

一
．
診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
緊
急
改
定
を
行
い
、
抜
本
的
引
上
げ
と
不
合
理
是
正
を
行
う
こ
と
。

一
．
患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
、
窓
口
負
担
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
税
・
保
険
料
の
応
能
負
担
を
強
化
す
る
こ
と
。

一
．
保
険
証
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
。

一 

．
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
保
険
適
用
範
囲
を
拡
大
し
、
歯
科
技
術
料
を
正
当
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
歯
科
材
料

に
適
正
な
保
険
償
還
価
格
を
設
定
す
る
こ
と
。

一
．
消
費
税
を
減
税
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
す
る
こ
と
。

一
．
東
日
本
大
震
災
や
能
登
半
島
地
震
、
台
風
、
豪
雨
な
ど
の
被
災
者
に
対
し
、
公
的
補
償
を
抜
本
的
に
強
め
る
こ
と
。

一
．
再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

一
．
日
本
国
憲
法
を
堅
持
し
、
日
本
国
憲
法
に
基
づ
い
た
政
治
を
実
現
す
る
こ
と
。

 

　

以
上
、
決
議
す
る
。
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総会スローガン
• 医療・社会保障費抑制政策を転換し、国民に
安心・安全の医療や介護、公衆衛生体制を
• 社会保障の所得再分配機能を強化し、貧困と
格差の是正を
• より良い医療を実現するために、診療報酬引
き上げ、患者負担の軽減、保険適用範囲の拡
大を
• 軍事大国化をやめ、憲法９条に基づく平和外
交の実践を
•市民の受領権を守るため、保険証の復活を
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徳島大学大学院　医歯薬学研究部　歯科保存学分野　教授

松野歯科医院・徳島大学大学院　医歯薬学研究部　歯科保存学分野 松野　泰樹先生
保坂　啓一先生

メタルフリー時代のコンポジットレジン修復
－デジタル技術を活用したクリアインデックステクニック－

コンポジットレジン（CR）修復を
取り巻く臨床・社会的背景
　近年、歯科修復治療は大きな転換
期を迎えている。金属材料を主体と
した補綴治療から、歯質と化学的に
接着するコンポジットレジン
（CR）を活用した低侵襲修復へと
臨床の流れは確実に変化してきた。
接着材料およびレジン材料の進歩に
より、CR修復は従来の小規模なう
蝕修復にとどまらず、前歯部の審美
修復、咬耗歯の形態回復、さらには
欠損補綴としてのダイレクトブリッ
ジへと、その適応範囲を着実に拡大
している。
　この変化の根底には、MI（Minimal 
Intervention）、すなわち「可能な限
り歯質を保存し、必要最小限の侵襲
で機能と審美を回復する」という保
存修復学の基本理念がある。コンポ
ジットレジン修復は歯質削除量を最
小限に抑えられるだけでなく、修復
後の補修や再介入が可能である点に
おいて、長期的な歯の保存を見据え
た治療法として再評価されている。
　こうした臨床的背景に加え、歯科
医療を取り巻く社会的環境も変化し
ている。金銀パラジウム合金の価格
高騰は臨床現場に大きな影響を及ぼ
している。材料費の上昇は補綴治療
全体のコスト構造を変化させ、従来
当然のように選択されてきた金属修
復についても、その適応や治療計画
を改めて検討する必要性が生じてい
る。このような状況の中で、金属材
料に依存しないメタルフリー修復と
してのコンポジットレジン修復は、
経済的側面からも重要な選択肢とな
りつつある。また、金属アレルギー
への配慮や審美的要求の高まりとい
った患者側のニーズとも整合性が高
い。
　加えて、コンポジットレジン修復
は歯質との一体化を図りやすく、修
復物の破折や脱離が生じた場合にも
部分的な補修が可能である点におい
て、長期的な歯の保存という観点か
らも有用性が高いと考えられる。こ
のような特徴は、患者の高齢化が進
み、再治療の負担をできるかぎり軽
減することが求められる現在の臨床
において、より重要性を増してい

る。
　一方で、CR修復は術者の経験や
技量に結果が左右されやすいという
側面も持ち合わせている。特に前歯
部や複数歯に及ぶ修復では、形態再
現や咬合付与に時間を要し、仕上が
りにばらつきが生じやすい。この点
は、日常臨床においてCR修復の適
応を慎重に判断せざるをえない要因
の一つとなってきた（図１）。

デジタルワークフローによる
修復設計
　こうした課題に対する一つの解決
策として、最終修復形態を事前に設
計し、その形態を口腔内に正確に再
現するという考え方が注目されてい
る。口腔内スキャナーやCADソフト
ウェアを用いて修復形態を設計する
デジタルワークフローの普及によ
り、治療のゴールを術前に明確化す
ることが可能となった。デジタル技
術の導入は、単に設計の効率化にと
どまらず、修復形態や咬合関係を客
観的に評価・共有できる点において
も意義が大きい。術者間での情報共
有や、患者への視覚的な説明が容易
となることは、治療の再現性や理解
度の向上にも寄与すると考えられる
（図２）。

クリアインデックス
テクニックの臨床応用（図３）
　このデジタル設計データをもとに
製作される透明なガイド、いわゆる
クリアインデックスを用いたCR修
復では、インデックスを歯列に適合
させ、その内部にフロアブルCRを
注入し光重合を行うことで、設計さ
れた形態を短時間かつ高精度に再現
することができる。本メソッド（ク
リアインデックステクニック）の特
徴は、従来のフリーハンドによる形
態付与と比較して、術者依存性を低
減し、再現性の高い修復を可能にす
る点にある。また、完成形態が事前
に可視化されているため、治療の予
知性が高く、患者への説明やインフ
ォームドコンセントにも有用であ
る。特に前歯部審美修復や複数歯修
復においては、治療ゴールを患者と
共有できることが、治療満足度の向
上や信頼関係の構築にも寄与すると

考えられる。
　材料選択においては、高い流動性
と十分な機械的強度をあわせ持つフ
ロアブルCRが本メソッドに適して
いる。近年では、従来のペーストタ
イプに匹敵する耐摩耗性や破壊靱性
を有する製品も登場しており、症例
に応じた適切な材料選択が求められ
る。加えて、接着操作は従来のCR
修復と同様に極めて重要であり、歯
面清掃、前処理、接着操作、光照射
といった基本操作を確実に行うこと
が、長期的な修復安定性を左右す
る。
　光重合に際しては、インデックス
越しの照射となるため、照射時間や
照射方向への配慮が欠かせない。イ
ンデックス装着下での初期照射後、
インデックスを除去してから追加照
射を行うことで、不完全重合のリス
クを低減し、辺縁部や深部において

も確実な硬化を得ることができる。

おわりに
　本稿は、保坂啓一教授のご指導の
もと、保存修復学の視点から、メタ
ルフリー時代におけるコンポジット
レジン修復の臨床的意義と、デジタ
ル技術を応用した修復メソッドにつ
いて整理したものである。
　コンポジットレジン修復は、もは
や「簡便な代替治療」ではなく、設
計・材料・操作を統合した治療メソ
ッドへと進化している。保存修復学
の理念に立脚しつつ、材料学的進歩
と社会的背景の双方を踏まえ、デジ
タル技術を適切に活用することで、
CR修復は低侵襲でありながら高い
予知性と再現性を備えた治療法とし
て、今後さらに日常臨床に浸透して
いくものと考えられる。
（２月１日、歯科定例研究会より）

もっと便利な積立保険

※サイバー保険、労務トラブルに関する保険もお問い合わせください！

大きくなってさらにお得に

加入者数4万8千人、
積立金総額1兆3千億円

次回受付は
９月１日開始

次回受付は
９月１日開始

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

非営利だから
コスパが秀逸

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

天災や水漏れによる休業損害も安心

医事紛争リスクに

団体割引でお得

スタッフも加入OK！

しっかり増やす貯蓄型保険

介護保険Sasa*L (ササエル)
保険料が断然安い

協会
イチオシ！

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで 資料請求二次元コード

図１　前歯部欠損症例の術前・術後口腔内写真

図２　口腔内スキャンデータを用いた修復形態のデジタル設計

図３　デジタル設計データから製作したクリアインデックス  
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兵庫県保険医協会

これからの研究会・行事のご案内これからの研究会・行事のご案内

歯科定例研究会
テーマ  ニッケルチタンファイル

金属材料学を直接臨床に落とし込む
日 時  9月27日（日） 午後2時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師 東京科学大学大学院医歯学総合研究科歯髄生物学

分野教授 八幡 祥生先生

歯科の行事

歯科定例研究会
テーマ  小児歯科矯正を始める前に知っておきたい

小児の睡眠時呼吸障害と上気道生理学
日 時  10月4日（日） 午後2時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   千葉大学大学院医学研究院麻酔科学名誉教授

磯野 史朗先生

歯科定例研究会
テーマ  高齢者に多い口腔粘膜疾患と治療薬
日 時  11月8日（日） 午後2時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   国際医療福祉大学那須医療センター歯科口腔外

科部長 岩渕 博史先生

今後の研究会・行事予定

第636回診療内容向上研究会

医療現場での生成AI活用と
皮膚科診療のこれから
日 時  8月8日（土）　午後5時～
会 場  兵庫県保険医協会5階会議室
講 師   近畿大学医学部皮膚科学教室 大塚 篤司先生

※ 講師来場でのご講演です。
来場定員   50人

※  現地参加は必ず事前にお申し込みください。
お申し込み後のキャンセルも、ご連絡をお願いいたします。

生成AIは、医療者の情報検索、文書作成、患者説明、研究支援、教育
において急速に実装が進んでいる。一方で、ハルシネーション、個人
情報保護、責任の所在、著作権などの課題があり、診療現場では有用
性とリスクを理解したうえで活用する必要がある。
本講演では、ChatGPTをはじめとする生成AIの基本的な仕組みと限界
を整理し、皮膚科診療における問診・鑑別診断の補助、診療情報の要
約、患者向け説明文作成、論文検索・抄読、画像AIとの関係などを具
体例を交えて紹介する。また、医療機関で安全に導入するためのプロ
ンプト設計、個人情報の扱い、出力検証の方法について解説し、AIを
「診断を任せる道具」ではなく、医師の判断とコミュニケーションを
補強する道具として活用する視点を共有する。 【大塚 記】

申し込み 右のURLまたは二次元コードからお申し込みください。
案内メールが送付されます。

https://x.gd/kAhzY 078-393-1820FAX

来場参加Zoom視聴のお申し込み

8
月
の
診
内
研

テーマ  循環器フィジカル検定「腕試し30問」＋α
日 時  9月5日（土） 午後5時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   パナソニック健康保険組合松下記念病院循環器

内科 川崎 達也先生

「第637回」
診療内容向上研究会 日 時   8月22日（土） 午後3時30分～

会 場   料理旅館　滝寺荘
講 師   城谷バイオウェルネスクリニック内科・矯正歯

科神戸三宮院長 城谷 昌彦先生

第38回地域医療を考える懇談会
テーマ  近畿中央病院と市立伊丹病院の統廃合に伴う

今後の病診連携・診診連携のあり方について
日 時   9月26日（土） 午後2時30分～
会 場   伊丹市立産業振興センター6階マルチメディアホール
講 師   ①医療法人社団星晶会名誉院長 元市立伊丹病

院事業管理者 中田 精三先生
②市立伊丹病院歯科口腔外科主任部長 元近畿
中央病院歯科口腔外科部長 石井 庄一郎先生
③兵庫県保険医協会地域医療部長・わたや整形
外科院長 綿谷 茂樹先生

医院経営研究会　「第464回」
テーマ  給与計算（仮）
日 時   9月26日（土） 午後2時30分～
会 場 兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師 協会税務講師団税理士・社会保険労務士 松田 力氏
参加費   3,000円（医経研会員は無料）

「神戸支部」研究会
テーマ  開業医で小児を診る際に気を付けること（仮）
日 時   8月29日（土） 午後3時～
会 場   兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   三田市・まんかいメディカルクリニック 林 卓郎先生

無 料

「北播支部」第42回支部総会記念企画
テーマ  腸内フローラ移植（FMT）の現状と未来

－エビデンスと臨床応用の可能性－

県下各地の行事

「淡路支部」ミニ勉強会
テーマ  最近の歯科の話題
日 時   8月18日（火） 午後8時～
会 場（リモートミーティング）
講 師 南あわじ市・歯科 佐藤 圭先生

「北摂・丹波支部」医院経営研究会
テーマ  スタッフの力を引き出すコミュニケーション

－気づきと成長を支える関わり方－
日 時   9月5日（土） 午後2時30分～
会 場  キッピーモール６階多目的ホール③
講 師   ㈱クリニックイノベーションサポート代表取締役

 永野整形外科クリニックヘルプデスク 永野 光氏

「神戸支部」会員懇談会
テーマ  ネット口コミへの対応術（仮）
日 時   9月5日（土） 午後2時30分～3時30分
会 場   兵庫県保険医協会6階会議室（オンライン併用）
講 師   六甲法律事務所 松田 昌明弁護士

その他 研究会・セミナー
薬科部　研究会
テーマ 児童青年期精神疾患の薬物療法
日 時  9月19日（土） 午後4時～
会 場 兵庫県保険医協会5階会議室（オンライン併用）
講 師   奈良県立医科大学精神医学講座教授 岡田 俊先生
参加費   1,000円（会員無料）

医院経営研究会 第463回例会

日 時   8月22日(土)　午後2時30分～5時
会 場   兵庫県保険医協会 6階会議室（オンライン併用）
講 師 トータル人事・労務オフィス代表 嶺山 洋子特定社会保険労務士
参加費  3,000円（医経研会員は無料）

クリニックを活発にするチームづくり
～心理的安全性が生み出す組織力～

申し込み https://x.gd/1RQ41K

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

無 料

会 員

知っておきたい！
予防歯科最新情報
日 時  8月30日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   大阪大学大学院歯学研究科 口腔感染制御学系部門予防歯科学講座 

教授 久保庭 雅恵先生

歯科定例研究会

申し込み https://x.gd/NhQXN

078-393-1802FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

無 料

会 員
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兵庫県保険医協会
申し込み方法が明記されていない場合、メールの件名を研究会名にし、本文に①医療機関名②お名前③電話番
号－を記載の上、研究会前日までにhyogo-hok@doc-net.or.jpへ送信してください。案内メールを返信します。

Zoom視聴可能な行事の申し込み方法（協会会員のみ）

兵庫県保険医協会
お問い合わせは 078－393－1801
http://www.hhk.jp

☎
兵庫県保険医協会 検索

これからの研究会・行事のご案内

薬科部研究会

即戦力漢方治療シリーズ
第2回 消化器疾患
日 時  8月1日（土）　午後4時～6時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師 かがやき糖尿病内分泌漢方クリニック 新神戸院 岡田 直己先生
参加費  1,000円

申し込み https://x.gd/uNiwR

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。

本シリーズでは、日常診療で遭遇する諸症状に対し、西洋医学を補
完する「即戦力」としての漢方治療を実践的に解説します。第1回
の総論に続き、第2回となる今回は、各論の第一弾として消化器疾
患を取り上げます。近代以前は栄養状態や衛生環境が必ずしも良
好ではなく、また漢方薬の多くが湯液などの内服薬であったことか
ら、漢方医学において胃腸機能を整えることは極めて重要な位置を
占めてきました。本講演では、嘔気、腹部膨満感、下痢などの消化
器症状を中心に、漢方医学的な「証」の捉え方と、それぞれに用い
られる代表的な方剤について、症例を交えながら実践的に解説しま
す。 【岡田 記】

無 料

会 員

歯科施設基準研究会
「歯初診」「外安全」「外感染」「口管強」「歯援診」
「歯初診」は４年以内の受講が必要！ ご確認を！
研修要件に追加された『抗菌薬適正使用』も解説します！

日 時  10月18日（日）　午後2時～5時30分
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師   市立伊丹病院歯科口腔外科 科部長 太田 嘉幸先生
対 象  歯科医師、、歯科会員医療機関の歯科助手・歯科衛生士
参加費  1,000円（受講証当日発行）　　定 員  100人

歯科部会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

６月改定準拠

心肺蘇生法（BLS＆挿管）実技講習会
日 時   9月12日（土）　午後2時30分～5時15分

【前半】午後2時30分～3時45分　【後半】午後4時～5時15分
会 場  兵庫県農業会館10階101･102号室
内 容   ｢ＢＬＳ｣（JRCガイドライン2020対応、ＡＥＤ操作含む）

｢気管挿管」「声門上器具挿入」（医師・歯科医師限定）
定 員  80人（申込多数の場合、人数を制限する場合があります）
参加費   1人1,000円（資料代・キューマスク代等。当日受付にて徴収）

※受講証（救急蘇生実技講習・医療安全管理研修）を発行します。

第35回日常診療経験交流会プレ企画「救急フェスタ」

078-393-1840 078-393-1820FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

歯科衛生士対象研究会

口腔機能実地指導料の施設基準研究会
〈姫路会場〉
日 時  11月1日(日)　午後2時～4時30分
会 場  姫路市市民会館大ホール
〈尼崎会場〉
日 時  12月6日(日)　午後2時～4時30分
会 場  尼崎市・関西国際大学3階大ホール
〈神戸会場〉
日 時  2027年1月24日(日)　午後2時～5時
会 場  兵庫県農業会館11階大ホール
日 時  2027年4月29日(木・祝)　午後2時～5時
会 場  兵庫県農業会館11階大ホール
参加費  お1人1,000円（受講証当日発行）　　※各会場定員あり
※研修要件は、2027年5月末までの経過措置があります。ご都合のよい日時にご参加下さい。

事前申込制

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

文化部　京都・南座に行ってみよう!観劇ツアー

市川團十郎特別公演
日 時  10月18日（日）　午前11時30分開演
演 目   歌

かぶきじゅうはちばんのうち

舞伎十八番の内「勧
かんじんちょう

進帳」ほか
会 場   京都四条南座
定 員  100人　　※締切：7月31日（金）
参加費   お１人様18,000円

（「なだ万」の季節のお弁当とお茶付き）

お申し込み・お問い合わせは協会文化部・吉永まで

ysng@doc-net.or.jpE-mail078-393-1809☎

速報！速報！

無 料
音楽療法ってなあに？
～音楽が人の心と身体に働きかける不思議な力を体験してみませんか～
日 時  9月12日（土）　午後3時～4時30分
会 場 兵庫県保険医協会 5階会議室（オンライン併用）
講 師   兵庫県音楽療法士会 理事長 佃 誉子氏

女性医師・歯科医師の会

音楽には、人の心を動かし、身体の働きを引き出し、人と人とをつなぐ力
があります。音楽療法は、その力を専門的に活用し、一人ひとりの健康や
生活を支える取り組みです。講演では、実際に体験しながら音楽の魅力
と可能性をご紹介します。 【佃 記】

申し込み https://x.gd/swWK6

078-393-1820FAX

Zoom視聴のお申し込み

来場参加

URLまたは二次元コードからお申し込みください。
明日からできる医科歯科連携の始め方
～医科との情報共有、照会状の書き方、活用法～
日 時  8月23日（日）　午後2時～5時
会 場  兵庫県保険医協会 5階会議室
講 師 名古屋市 かすもり・おしむら歯科・矯正歯科・

口腔機能クリニック院長 押村 憲昭先生

歯科特別研究会

078-393-1809 078-393-1802FAX☎お申し込み・　
お問い合わせは

無 料

超高齢者社会における誤嚥性肺炎および周術期における感染予防の観
点、歯周病と糖尿病など全身疾患の関係、金属アレルギー、なにより地
域の患者さんに安全安心な歯科医療を提供するためにも、地域の医師や
多職種との相互理解、信頼関係作りに「連携」が重要なキーワードにな
っています。診療報酬には、診療情報等連携共有料、歯管の総合医療管
理加算、SPTにおける糖尿病患者の重症化予防連携強化加算などさまざ
まな連携の点数が設定されています。
明日からできる医科歯科連携の始め方、医科の先生への手紙の書き方の
ポイントなども含めて、地域連携を医院経営の柱に取り組んでおられる
押村憲昭先生の実践を学びます。


